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京都国際マンガミュージアムの書誌データから FRBR の Work 実体の同定、マンガのオントロ
 ジーとそれを利用したマンガへのアクセス支援ツールについて述べている。マンガは、雑誌と単
行本といった異なるメディアによる出版が行われるという特徴を持つ。Work 実体の同定では、
こうした特徴も含めて考察し、Wikipedia等のWeb上の情報資源と書誌情報を組み合わせるこ
とでWork実体の同定とその評価により提案手法の有効性を示している。一方、マンガのオント
ロジーの研究では、既存の映画用オントロジーを利用しその上に Wikipedia 等の資源から抽出
した概念情報を加えて実現している。マンガの量と種類が膨大であるため、ここで提案された手
法の適用可能範囲に関する評価に関する課題は残ると思われるが、ここで用いられた手法は十分
に信頼でき、価値ある成果が報告されていると判断できる。 
 第６章は、ディジタル環境で制作されるマンガに関し様々な影響を及ぼすことが予想される
Linked Open Data技術を利用して実現した、放送アーカイブのコンテンツと同人創作物へのア
クセス支援機能について述べている。ここで述べられた内容と、他の章で述べられたマンガに直
接かかわる内容との関係がこの章だけではわかりにくいという批判があるが、序論や考察の章で
の記述、Linked Open Data技術の利用によるコンテンツの結び付けという重要性は十分に理解
できるものであり、十分な内容を含んでいると判断できる。 
 第７章及び第８章では、研究全体を通した考察と結論を述べている。本申請者は、プロとして
マンガ制作に携わってきており、ここにおいても経験に基づく議論がなされており、論文として
の価値ある議論が示されていると判断できる。 
 メタデータ技術を基礎とするマンガに関わる研究は進みつつあるとはいえ、本論文のような多
視点からの研究は少なく、今後のディジタルネットワーク環境におけるマンガに関わる研究のみ
ならず技術やサービスの開発にも寄与する内容を含んでいると考えられる。以上を総合して、本
論文は、博士論文として十分な新奇性と内容を持ったものであると結論できる。 
 
【最終試験結果】 
 平成２８年１月２９日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全
員出席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引
き続き、「図書館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」
第２３項第３号に基づく最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
 よって、著者は博士（情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
